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7 年ほど前のこと，当社がその頃一般化

しつつあった言葉「デジタルアーカイブ」

を看板に掲げ，各公共機関様に対してデジ

タルアーカイブ関連サービスを展開し始め

た頃のことです。 

とあるユーザーのご担当者様から辛辣な

ご意見を賜ったことがありました。曰く，

「数百年間を経て今ここにある史料を，数

十年しかもたないようなディスクに画像デ

ータとして入れておくことがなぜデジタル

アーカイブなのか」と。デジタルデータの

脆弱性を危惧されてのご意見でしたが，と

っさに返す言葉が見つからず，強く印象に

残った言葉でした。 

これ以降，弊社 株式会社堀内カラー ア

ーカイブサポートセンターは，ユーザー様

と共に実作業を通じてデジタルアーカイブ

の方向性を模索してきましたが，ここでは，

特に当社が多く携わってきた歴史的資料の

電子画化画像を制作する際の重要なポイン

トを，実際のデジタルアーカイブ画像デー

タ制作過程に即して述べます。 

 

制作上のポイント 

 

基本的なことなのですが，デジタルアー

カイブ画像制作上の重要なポイントの一つ

は「画像が原史料の代替メディアとして，

次世代へ継承できる品質を持っているこ

と」だと考えています。この「継承できる

品質」とは，ひとつは，画像データ自体に

「信憑(ぴょう)性があるかどうか」という

点，もうひとつは｢一貫性があるかどうか｣

という点です。これは，デジタルアーカイ

ブ画像が，原史料の代替メディアとして，

制作過程における作為や不作為によって

「改ざん」されていないことはもちろん，

制作工程を一定に維持管理することで，将

来的に原史料が劣化，破損した場合でも，

制作された画像データを確認することで，

「電子化した時点での史料の姿をたどるこ

とを可能にする」ためです。 

実際，今回の河村文庫画像データベース

作成作業では，約 1 万 9 千画像という多量

の史料撮影を実施しましたが，撮影諸条件

をできる限り一定に維持することにより，

画像品質が一定の範囲内に保たれています。

具体的には，今回の河村文庫画像データベ

ース作成作業では，仕様書上では使用カメ

ラは一眼レフタイプであることの他に，画

素数，CCD サイズ，RAW データでの撮影が規

定され「撮影機材の安定性」のための 低

限度の必要条件が明記されていますが，更

に「一貫性の維持」のために，撮影日ごと

に，あるいは史料の大きさによってなど，

撮影条件が変化するごとに，別途グレタグ

マクベス社のカラーチェッカー（24 色）を

撮影しています。少し専門的になりますが，

これにより撮影後の画像データを RAW デー

タからディベロップする工程でこのカラー

チェッカーの測色情報を他の画像に反映さ

せることでき，日々変化する撮影条件の誤

差を一定程度吸収することで，画像の品質

を維持管理することが可能となります。 

また，長期間にわたるデジタルカメラで

の撮影では CCD へのゴミ付着にも注意が必

要です。長期の撮影期間中にはデジタルカ

メラ内の浮遊ゴミが CCD に付着する場合が
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あり，これは画像上「ぼやけた黒っぽい点」

として一定の場所に現れることがあります。

今回はカラーチェッカーの撮影と同時に撮

影開始前に白色板を撮影し，CCD 上のゴミ

を事前に発見することができました。細か

い点ですが，これも画像の「信憑(ぴょう)

性」のための有効な方策です。 

 

運用上のポイント 

 

また，「継承できる品質」のためのもうひ

とつの重要なポイントは，デジタルアーカ

イブ画像を，高解像度画像データである「保

存用画像」と比較的低解像画像データであ

る「利用画像」とに区別しておくことです。

例えば，史料の WEB 公開を実施する場合，

WEB 用だけに使用する，例えば JPEG（ジェ

イペグ）画像のような非可逆データのみを

作成すると比較的低コストでの画像制作が

可能ですが，将来的に高解像度データが必

要になった場合，再度画像制作をする必要

があります。これではコスト負担だけでな

く，史料に対しても再度の撮影などで大き

なストレスを与えてしまう結果となります。

あらかじめ高解像度の「保存用画像」を用

意しておくことで結果的に史料へのストレ

スが低減されます。実際，デジタルインフ

ラの拡充で，高解像度データが必要になる

機会はますます増加しています。今回の仕

様書上では，「保存用画像」TIFF（ティフ）

画像と「WEB 公開用画像」JPEG 画像とが区

別されており，将来的なデータ利用と史料

へのストレス軽減が考慮されています。 

では，「保存用画像」データはどの程度「高

解像度」である必要があるでしょうか。こ

れには「目標解像度」を指標にします。「目

標解像度」とは，どのような出力環境で，

どの程度までの原史料の可読性を画像に要

求するのかということです。例えば「史料

に記載されている も小さい文字（例えば

2mm 程度）を，史料原寸に紙出力したとき

に可読であること」という場合には，目標

解像度は高くなります。逆に「 も小さな

文字（例えば 10mm 程度）が，モニター上で

原寸大に見えること」という場合には目標

解像度は低くなります。目標解像度が高く

なれば，扱うデータ量も多くなるため，制

作コストは高くなります。河村文庫画像デ

ータベースでは，おおよそ 200dpi 程度がそ

の目標解像度となっており，WEB 公開用だ

けでなく，印刷用途にも利用可能となって

います。 

 

デジタルアーカイブのメリットとは 

 

ここまで，デジタルアーカイブの画像の

制作上の重要なポイントである「信憑(ぴょ

う)性」と「一貫性」について述べてきまし

たが，それでは冒頭部分の「とあるご担当

者様からの辛辣なご意見」へは，おそらく

こういう回答になると思います。それは，

「デジタルアーカイブによって，その制作

される画像に[信憑(ぴょう)性]と[一貫性]

があるならば，その画像を代替メディアと

することで，原史料の閲覧や，貸し出し頻

度を減らすことができ，結果として原史料

へのストレスは低減され，原史料の保存に

役立ちます。そればかりでなく，デジタル

アーカイブの目標である，あらゆる人々が

インターネットを通して大学等の持つリソ

ースをいつでもどこからでも自由に使える

という環境を実現することができます」と。 

デジタルデータの持つ脆弱性というデジ

タルアーカイブのデメリット部分に対する

解答にはなっていませんが，デジタルアー

カイブの有効性については，これである程

度ご納得いただけるのではないでしょうか。 

（ならざき せいじ） 
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